
「世界青年の船」事業における日本人参加青年の多様性の拡大

 より幅広い青年からの応募、意欲はあるが経済的困難を抱える青年の参加の促進のため、平成２７年度事業より、

参加費免除枠を設定（平成２７年度は１０名、平成２８年度は１２名）。

 多様なバックグラウンドを持つ参加者の確保の観点から、平成２８年度選考試験における審査方法を見直したこと

により、地方出身者及び社会人の割合がそれぞれ上昇した。

内閣府青年国際交流担当

平成２７年度事業 平成２８年度事業

地方出身者の割合 ４８．８％ ６２．４％（＋１３．６％ｐｔ）

社会人の割合 １３．８％ ２９．８％（＋１６．０％ｐｔ）

男性の割合 ２８．４％ ３２．２％（＋３．８％ｐｔ）

＊人数等は選考試験合格者ベース
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